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規則の目的

規則はデュプリケートブリッジの正しい手順を定

め、それからの逸脱による損害に対して、相当の補

償をすることを目的としている。

また、規則は違反行為を処罰することではなく、

違反行為によって非反則者が損害を被った状況を調

整することを目的としている。

（デュプリケートブリッジの規則 前書きより）



*9
管轄団体はオープニングリードを表向きに出すよう指示できる。

*10
順番外のオープニングリードを受け入れた場合を除き、ディクレアラーの最初

のプレイの順番はダミーからである。
*11

ディクレアラーはダミーあるいは自分のハンドからプレイする順番のときに質

問できる。
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2017年規則 第41条

第41条 プレイの開始

Ａ．オープニングリードを伏せて出す

ビッド、ダブルまたはリダブルの後にパスが順番に３回続いた後、デ

ィクレアラー予定者のＬＨＯがオープニングリードを伏せて
*9

出す。

伏せて出したリードは違反行為の後ディレクターの指示がある場合に

限り取り消すことができる（第４７条Ｅ項および第５４条参照）。取

り消したカードはディフェンダーのハンドに戻さなければならない。

Ｂ．オークションの復唱と質問

オープニングリードを表向きにする前に、リードしたプレイヤのパー

トナーとディクレアラー予定者は（ダミー予定者は除く）オークショ

ンの復唱や相手方のコールの説明を要求できる（第２０条Ｆ項２およ

び第２０条Ｆ項３参照）。ディクレアラー
*10
とディフェンダーは最初に

カードをプレイする順番のときオークションの復唱を求めることがで

きる。この権利はカードをプレイするとなくなる。ディフェンダー（第

１６条を適用することががある）とディクレアラーにはプレイ期間中

終始、自分
*11
がプレイする順番のとき説明を求める権利を保持する。

（続く）
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注釈 第41条

L41A ○脚注９、JCBLはHANDBOOKにある管轄団体規定でオープ

ニングリードを伏せて出すよう定めている｡

○第４７条Ｅ項『間違った情報に基づくプレイの変更』

○第５４条『表向きに出した順番外のオープニングリード』

○伏せて出されたオープニングリードはプレイされたカード

ではない｡

(WBF Laws Committee 1989/7/9)
○伏せて出されたオープニングリードは、ディレクターが指

示しないかぎり取り消してはならない｡ディレクターは説

明の間違いや、順番外など違反行為がない限り取り消しを

指示してはならない。

○リードが表向きになるまでオークション期間は終了してい

ない｡それまでに説明の訂正があれば、第２１条『間違っ

た情報』よりディレクターはパスの１つもしくは２つを取

り消してオークション中に戻すことができる。

L41B ○第２０条Ｆ項『コールの説明』

○最後のパスの後で「コールの説明」ができるタイミングは

説明期間と自分の順番である｡自分の順番とはカードをプ

レイする直前である。

○ダミー（予定者）は、プレイが終了するまでコールの説明

を求めることができない。

○第４０条Ｂ項２(c)よりＪＣＢＬは対戦相手のコンベンシ

ョンカードを参照することはどのタイミングでもできるよ

う定めている。ただし不当な情報の対象になる。

○正しい期間にディフェンダーがコールの説明を求めること

は正当な手続きだが、どのような質問であれ第１６条『正

当な情報と不当な情報』が適用される｡

（続く）



*10
順番外のオープニングリードを受け入れた場合を除き、ディクレアラーの最初

のプレイの順番はダミーからである。
*11

ディクレアラーはダミーあるいは自分のハンドからプレイする順番のときに質

問できる。
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2017年規則 第41条

第41条 プレイの開始（続き、Ｂ項再掲）

Ｂ．オークションの復唱と質問

オープニングリードを表向きにする前に、リードしたプレイヤのパー

トナーとディクレアラー予定者は（ダミー予定者は除く）オークショ

ンの復唱や相手方のコールの説明を要求できる（第２０条Ｆ項２およ

び第２０条Ｆ項３参照）。ディクレアラー
*10
とディフェンダーは最初に

カードをプレイする順番のときオークションの復唱を求めることがで

きる。この権利はカードをプレイするとなくなる。ディフェンダー（第

１６条を適用することががある）とディクレアラーにはプレイ期間中

終始、自分
*11
がプレイする順番のとき説明を求める権利を保持する。

Ｃ．オープニングリードの表向け

説明期間【日本語版注：第１７条Ｄ項１参照】の後、オープニングリ

ードを表向きにしてプレイ期間が確定的に（【日本語版注】オークシ

ョン期間に戻ることはない）始まり、ダミーのハンドを広げる（表向

きの順番外のオープニングリードは第５４条Ａ項参照）。前に行われ

たコールの復唱を要求する（本条Ｂ項参照）には遅過ぎるときでも、

ディクレアラーとディフェンダーは自分*11がプレイする順番のとき、

コントラクトおよびダブルやリダブルがかけられているかを知る権利

があるが、誰がダブルやリダブルをかけたかを聞くことはできない。

（続く）

説明期間【日本語版注：第２２条Ｂ項１参照】は誤植
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注釈 第50条

L41B （続き）

○ディフェンダーは最後のパスのとき、手順上はコールの説

明を求めることができるが、リードを受ける側のときは、

自分のコールに影響がない限り説明を求めるべきではな

い｡リードが伏せて出されてから質問すべきである。プレ

イヤは自分の質問がパートナーのリードに影響を与える可

能性を考慮すべきである。

○第１６条『正当な情報と不当な情報』はリードだけでなく

その後のプレイにも適用される｡

L41C ○第１７条Ｄ項１は「説明期間」の説明

○第５４条Ａ項『ディクレアラーがハンドを広げる場合』

○リードが表向きになるとオークション期間が終了し、プレ

イ期間が始まる｡説明の間違いがあってもオークションに

は戻れない｡

○最後のパスの後で「オークションの復唱」ができるタイミ

ングは下記のとおり

オープニングリーダー：リードを伏せて出す前

ディクレアラー：リードが伏せて出されているときか、ダ

ミーからカードを引くとき

もう一方のディフェンダー：リードが伏せて出されている

ときか、最初の自分の順番

ダミー：プレイが終了してから

○ディクレアラーはダミーのカードを指定すると復唱を求め

る権利がなくなる｡

○コールの説明とコントラクトの確認、ダブル・リダブルの

有無の確認は、自分の順番であればいつでも行うことがで

きる。

○「オークションの復唱」を求める権利があったとしても、

誰がダブルをかけたかを質問するのは不適切である。第２０

条Ｂ項よりオークション全体の復唱を求めなければならな

い｡ （続く）
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2017年規則 第41条

第41条 プレイの開始（続き）

Ｄ．ダミーのハンド

オープニングリードが表向きにされた後、ダミーは自分のハンドをテ

ーブルの上に表向きにスート毎に揃え、一番低いランクのカードをデ

ィクレアラーに向けてランク順に並べてディクレアラーに長い方を向

けて別々の縦列に広げる。トランプはダミーから見て右側に置く。デ

ィクレアラーは自分とダミーの両方のハンドをプレイする。
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注釈 第41条

L41D ○ダミーのハンドを並べるとき、少し斜めに傾けてスートの

枚数がわかりやすくなるようにするのは「長い方を向けて

別々の縦列に広げる」の範疇である。

○ダミーが１３枚のカードを見えるように揃えて並べないこ

とは手順違反である。ディレクターは見えないカードがデ

ィフェンスに影響を与えたと判断したならスコアを調整す

る｡ディフェンダーにはダミーのカードが１３枚であるこ

とを確認する義務はない｡
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2017年規則 第42条

第42条 ダミーの権利

Ａ．無条件に行使できる権利

１．ディレクターの立会いのもとに事実や規則について情報を与える

こと。

２．トリックの勝ち負けを数えること。

３．ディクレアラーの代理として指示されたとおりにダミーのカード

をプレイし、また正しくスートにフォローするように務めるこ

と（ダミーがプレイを示唆した場合は、第４５条Ｆ項参照）。

Ｂ．条件付きの権利

ダミーは第４３条に記載された制限内で、次の各種権利を行使できる。

１．スートにフォローしなかったディクレアラーに、リードされたス

ートのカードがないかを聞くこと（ただし、ディフェンダーに聞

くことはできない）。

２．違反行為を防ぐよう努めること。

３．違反行為を指摘すること。ただし、ハンドのプレイが完了した後

に限られる。
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注釈 第42条

L42A1 ○第４５条Ｆ項『ダミーがカードを指示した場合』

○ダミーはディレクター立ち会いのもとに情報を与える権利

しかない｡ダミーは勝手に質問してはならない｡

○裁定にあたって、必要以上に関与してくるダミーを制止す

ることはディレクターにとって最初の仕事である。制止を

繰り返し聞かないようなら、第９０条『手順上のペナルテ

ィ』を検討する｡

L42A2 ○トリック数を数えることで、今何トリック勝っているかな

どの情報をディクレアラーに示唆してはならない。

L42A3 ○ディクレアラーの指示がリボークになるときは従わない｡

第４３条『ダミーが受ける制限』で制限を受けていたとし

ても、リボークの指示には従わない｡

L42B ○第４３条『ダミーが受ける制限』は他のプレイヤのカード

を見るなどの違反行為をしていないダミーだけに本条Ｂ項

の権利がある。

○権利のないダミーが本条Ｂ項の権利を行使してしまったと

きは第４３条Ｂ項を参照する｡第４３条にて解説する。

L42B1 ○ダミーはディフェンダーにリボークの確認をしてはいけな

い｡プレイ終了後に申告する｡

L42B2 ○ディクレアラーが順番外にプレイしようとするのを止める

のは「違反行為を防ぐよう努める」ことである｡ただし常

にリード権がある方を指示する（ダミーにリード権がある

ときは常に手を上げるなど）のはプレイの示唆に当たる｡

○2017年規則より「違反行為の防止」はディフェンダーに対

しても行えるようになった｡例えばオーバーラフに気が付

かなかったディフェンダーが次のトリックにリードしよう

としたときに注意することができる。
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2017年規則 第43条

第43条 ダミーが受ける制限

第４２条で認められている場合を除き、ダミーは以下の制限を受ける。

Ａ．ダミーが受ける制限

１．(a) ダミーは、他のプレイヤが違反行為を指摘した場合を除き、

プレイ中率先してディレクターを呼んではならない。

(b) ダミーは、プレイ中違反行為を指摘してはならない。

(c) ダミーは、プレイに決して参加してはならず、またディク

レアラーにプレイについて一切情報を伝えてはならない。

２．(a) ダミーは、ディクレアラーとハンドを交換してはならない。

(b) ダミーは、ディクレアラーのプレイを観察する目的で席を

離れてはならない。

(c) ダミーは、ディフェンダーのハンドを見てはならない。

３．ディフェンダーは、ダミーにハンドを見せてはならない。

Ｂ．違反が起きた場合

１．本条Ａ項１やＡ項２に列記した制限に違反した場合、第９０条

に定めたペナルティを科すことがある。

２．本条Ａ項２に列記した制限に違反した後、ダミーが、

(a) ディクレアラーに間違ったハンドからリードしないよう注

意した場合、どちらのディフェンダーもディクレアラーが

どちらのハンドからリードするかを選ぶことができる。

(b) ディクレアラーのハンドからのプレイがリボークにならな

いかをダミーが最初に質問した場合、ディクレアラーはそ

のプレイが違法なものならば正しいカードに入れ換え、リ

ボークが成立したものとして第６４条の規定を適用する。

３．本条Ａ項２に列記された制限に違反した後、ダミーがディフェ

ンダーの違反行為を最初に指摘した場合は、その場で調整はし

ない。プレイは違反行為がなかったものとして継続する。ディ

フェンダー側が違反行為により利益を得たときは、プレイ終了

後にディレクターはその利益を取り去った調整スコアを与え

る。ディクレアラー側はテーブルでの結果によるスコアを得る。
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注釈 第43条

L43A1 ○ダミーは率先してディレクターを呼んではならない。第４２

条Ｂ項３より違反行為を指摘できるのはプレイ終了後であ

り、さらに制限付きの権利である。

○声の小さいプレイヤに代わってディレクターを呼ぶのは問

題ない｡

L43A3 ○ダミーの制限ではないが、ディフェンダーもハンドを見せ

てはならない｡

L43B1 ○本条Ａ項の「ならない」に留意する。規則前文より第９０

条『手順上のペナルティ』が科されることが多い違反であ

る｡

L43B2(b) ○リボークが成立したものとして扱うケースは以下のときで

ある。

(1) ダミーがディクレアラーのハンドを見る目的で席を離

れたり､実際にディクレアラーやディフェンダーのハ

ンドを見て、

(2) さらにディクレアラーがリボークしていないかどうか

の質問を最初にして、

(3) 実際にリボークしていたとき

○リボークが成立したものとして扱うとき､まずリボークし

たカードは取り消し､スートフォローできるカードに直す。

ディクレアラーなので取り消したカードはハンドに戻す。

そしてリボークが成立したものとしてトリックを調整す

る。もしリボークが成立したときの調整が２トリックなら

ば、リボークは訂正したうえで２トリックを調整する。

(WBF Laws Committee 2000/1/12)
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2017年規則 第43条

第43条 ダミーが受ける制限（再掲）

第４２条で認められている場合を除き、ダミーは以下の制限を受ける。

Ａ．ダミーが受ける制限

１．(a) ダミーは、他のプレイヤが違反行為を指摘した場合を除き、

プレイ中率先してディレクターを呼んではならない。

(b) ダミーは、プレイ中違反行為を指摘してはならない。

(c) ダミーは、プレイに決して参加してはならず、またディクレ

アラーにプレイについて一切情報を伝えてはならない。

２．(a) ダミーは、ディクレアラーとハンドを交換してはならない。

(b) ダミーは、ディクレアラーのプレイを観察する目的で席を離

れてはならない。

(c) ダミーは、ディフェンダーのハンドを見てはならない。

３．ディフェンダーは、ダミーにハンドを見せてはならない。

Ｂ．違反が起きた場合

１．本条Ａ項１やＡ項２に列記した制限に違反した場合、第９０条に

定めたペナルティを科すことがある。

２．本条Ａ項２に列記した制限に違反した後、ダミーが、

(a) ディクレアラーに間違ったハンドからリードしないよう注意

した場合、どちらのディフェンダーもディクレアラーがどち

らのハンドからリードするかを選ぶことができる。

(b) ディクレアラーのハンドからのプレイがリボークにならない

かをダミーが最初に質問した場合、ディクレアラーはそのプ

レイが違法なものならば正しいカードに入れ換え、リボーク

が成立したものとして第６４条の規定を適用する。

３．本条Ａ項２に列記された制限に違反した後、ダミーがディフェン

ダーの違反行為を最初に指摘した場合は、その場で調整はしな

い。プレイは違反行為がなかったものとして継続する。ディフ

ェンダー側が違反行為により利益を得たときは、プレイ終了後

にディレクターはその利益を取り去った調整スコアを与える。

ディクレアラー側はテーブルでの結果によるスコアを得る。
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注釈 第43条

L43B3 ○本条Ａ項２に違反したダミーがディフェンダーのリボーク

の可能性について指摘し、実際にリボークしていたときは、

リボークを訂正するがそれ以上の調整はない。「調整はな

い」ので取り消したカードはペナルティカードにはならず

ハンドに戻す。

ディクレアラー側はテーブル上のスコアが結果になる。

ただしリボークしたディフェンダーも反則者側である。第

１２条Ｂ項１「反則側が反則行為から得た利益すべてを取

り去る」ため、リボークの調整込みの結果が、テーブルの

結果より悪いときは、ディフェンダー側のみスコアを調整

する。結果はスプリットスコアになる。

（WBFLC minutes 2008-10-10）
L43A1(b) ○本条Ａ項２に違反していないダミーがディフェンダーのリ

ボークの可能性について指摘したときについて考察する。

ディクレアラー側：ダミーがディフェンダーのリボーク

の可能性を指摘するという違反行為

をした。

ディフェンダー側：リボークをした(成立はしていない)。

従って、双方の側が反則者側である。

本条Ｂ項３は適用されないため通常の規則で裁定する。

第６２条『リボークの訂正』よりリボークは訂正しなけれ

ばならない。ディフェンダーの取り消したカードはメジャ

ーペナルティカードになる。双方が反則者のためリボーク

の後にプレイされたカードは訂正できない。テーブル上の

スコアがディフェンダー側のスコアになる。

ごく稀にメジャーペナルティカードの被害があまりに大

きくリボークが成立していた方が被害が少ないことがある

かもしれない。第１２条Ｂ項１「反則側が反則行為から得

た利益すべてを取り去る」ため、そのときはディクレアラ

ー側のスコアをリボークの調整込みで想定できる結果に調

整する。結果はスプリットスコアになる。
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2017年規則 第44条

第44条 プレイの順序と進行

Ａ．トリックへのリード

（自分の側が犯した違反行為のため制限を受けていなければ）トリッ

クにリードするプレイヤはハンドにある任意のカードをプレイでき

る。

Ｂ．トリックへのその後のプレイ

リードの後、順番に当たっている残りのプレイヤがカードをプレイし、

このようにプレイされた４枚のカードがトリックを構成する（カード

をプレイする方法とトリックの並べ方についてはそれぞれ第４５条お

よび第６５条参照）。

Ｃ．スートにフォローする義務

トリックに対してプレイするときは各プレイヤは可能ならスートにフ

ォローしなければならない。この義務は規則のどの義務よりも優先す

る。

Ｄ．スートにフォローできない場合

（自分達の側が犯した違反行為のため制限を受けていなければ）スー

トにフォローできない場合、プレイヤは任意のカードをプレイできる。

Ｅ．トランプを含むトリック

トランプを含むトリックは、一番高いトランプを出したプレイヤの勝

ちとなる。

Ｆ．トランプを含まないトリック

トランプを含まないトリックは、リードされたスートの一番高いカー

ドを出したプレイヤの勝ちとなる。

Ｇ．第２トリック以降のトリックへのリード

次のトリックへのリードは最後のトリックを勝ったハンドから行

う。
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注釈 第44条

L44B ○第４５条『プレイされたカード』

○第６５条『トリックの並べ方』

L44C ○スートにフォローしないとブリッジというゲームが成り立

たない。どの条項のどの義務より優先さる。リボークが強

要されるプレイはありえない。従ってメジャーペナルティ

カードよりも「スートにフォローする義務」が優先される。

○カードがプレイされた後は第６２条『リボークの訂正』と

第６３条『リボークの成立』に従う。



*12
管轄団体が別途の指示をしなければ、オープニングリードは、伏せて出す。
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2017年規則 第45条

第45条 プレイされたカード

Ａ．ハンドからのカードのプレイ

ダミーを除くプレイヤは、自分のハンドからカードを１枚取り出し、

テーブルの上の自分のすぐ前に表向き
*12にプレイする。

Ｂ．ダミーからのカードのプレイ

ディクレアラーはカードを名指し、その後ダミーはそのカードを取り

上げてテーブルの上に表向きにしてダミーのカードをプレイする。ダ

ミーのハンドのプレイの際、ディクレアラーは必要なら自分で希望す

るカードを取り上げてもよい。

Ｃ．プレイしたとみなされるカード

１．パートナーに表が見えるように持っていたディフェンダーのカー

ドは現行のトリックにプレイしたとみなされる（そのディフェン

ダーが既に現行のトリックに対して合法的にカードをプレイして

いた場合は第４５条Ｅ項参照）。

２．次の場合、ディクレアラーはハンドからカードをプレイしたとみ

なす。

(a) 表向きに、テーブルに触れるか触れそうな状態で持たれてい

るか、

(b) プレイしたことを示唆するような位置に保持されている。

３．ダミーのカードを揃える目的の場合、および、プレイするカー

ドに手を伸ばす目的でその上下のカードに触れる場合を除き、デ

ィクレアラーが故意に触れたダミーのカードはプレイされる。

（続く）
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注釈 第45条

L45 ○どの状態のカードがプレイされたカードとしてみなされる

かを判定するには、ディレクターの技術的な能力が必要で

ある。そのため第４５条『プレイされたカード』は極めて

重要な条項である。

L45A ○脚注12、JCBLはHANDBOOKにある管轄団体規定でオープ

ニングリードを伏せて出すよう定めている｡

L45C ○プレイされたとみなされるカードは下記のとおり

ディフェンダー：

(1) パートナーに表が見えるように持っていたカード

(2) 名指しした自分のハンドのカード

ディクレアラー、ハンドからのプレイ：

(1) 表向きにテーブルに置かれていたとき

(2) プレイしたと思われる位置で持たれていたとき

(3) 名指しした自分のハンドのカード

ディクレアラー、ダミーからのプレイ：

(1) カードを名指ししたとき

(2) プレイする目的でダミーのカードに触れたとき

L45C1 ○本条Ｅ項『トリックにプレイされた５枚目のカード』

○ディフェンダーが手に持っていて、表がパートナーに見え

るような位置に持たれていたならば、それは「プレイした

とみなされるカード」になる。実際にプレイする意図があ

ったかどうかは考慮されない。

○「持っていた」とあるので落としたり、プレイしたカード

にくっついて出たカードは「プレイされたとみなされな

い」。第５０条『ペナルティカードの処置』を適用する
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2017年規則 第45条

第45条 プレイされたカード（続き）

Ｃ．プレイしたとみなされるカード

２．次の場合、ディクレアラーはハンドからカードをプレイしたとみ

なす。

(a) 表向きに、テーブルに触れるか触れそうな状態で持たれてい

るか、

(b) プレイしたことを示唆するような位置に保持されている。

３．ダミーのカードを揃える目的の場合、および、プレイするカー

ドに手を伸ばす目的でその上下のカードに触れる場合を除き、デ

ィクレアラーが故意に触れたダミーのカードはプレイされる。

４．(a) プレイヤが名指したり、プレイするつもりで指定したカード

はプレイされる（ただし、第４７条参照）。

(b) ディクレアラーは自分のハンドまたはダミーから次のカー

ドをプレイするまでは、意図と異なるダミーからのカード

の指定を直すことができる。指定の変更において、口が滑

ったことによるものは認めることができるが、集中力が途

切れたり行動を考え直したことによるものは認められな

い。指定を変更する前に対戦相手が順番通り合法的にカード

をプレイしていた場合は、この対戦相手はこのプレイしたカ

ードをハンドに戻し、別のカードを代わりにプレイすること

ができる（第４７条Ｄ項および第１６条Ｃ項１参照）。

５．メジャーかマイナーかに関わりなく、ペナルティカードはプレイ

しなければならないことがある（第５０条参照）。

（続く）
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注釈 第45条

L45 （続き）

L45C2(a) ○「held face up」が原文の表記である。したがって表向きに

持たれていることが条件になる。テーブルにカードの裏が

一瞬ついたかもしれないが、慌てて戻したカードは「プレ

イされたとみなされない」。ディクレアラーなので調整な

しでハンドに戻すことができる。

L45C3 ○ ディクレアラーがプレイする目的でダミーのカードに触

れると「プレイされたカードとみなされる」。実際にはカ

ードを揃える目的かもしれないので、ディフェンダーは早

まってプレイしないようにすべきである。

L45C4(a) ○プレイする意図でカードを名指しすると、名指しした時点

でカードは「プレイされたとみなされる」。

○カードの名指しはダミーに対して以外に、自分のハンドに

対して行われる可能性がある。ディフェンダーでもそれは

同様である。そして自分のハンドに対する名指しは取り消

すことができない。

○ただし第４７条『カードのプレイの取り消し』では反則行

為の後など、取り消すことが可能な状況が規定されている。

○また、ダミーに対する「意図と異なる名指し」は本条Ｃ項

４(b)を適用し取り消すことが可能なことがある。

L45C4(b) ○ダミーに対する「意図と異なる名指し」はディクレアラー

側のハンドから次にプレイするまで訂正することができ

る。「意図と異なる」とは全く口が滑っただけで、不注意

なものであってはならない。以下は不注意なケースである。

(1) 相手からスモールが出るであろうと考えていたの

で、ついダミーのＡＱに向かってＱと言ったが実は

Ｋが出ていた。

(2) エスタブリッシュしたスートを取った後にプレイす

るつもりのカードを、つい先に指定してしまった。

いずれも不注意ではあるが、そのカードを対象に名指しし

ているため、口が滑ったとは扱わない。 （続く）
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2017年規則 第45条

第45条 プレイされたカード（続き）

Ｃ．プレイしたとみなされるカード（再掲）

４．(a) プレイヤが名指したり、プレイするつもりで指定したカード

はプレイされる（ただし、第４７条参照）。

(b) ディクレアラーは自分のハンドまたはダミーから次のカー

ドをプレイするまでは、意図と異なるダミーからのカード

の指定を直すことができる。指定の変更において、口が滑

ったことによるものは認めることができるが、集中力が途

切れたり行動を考え直したことによるものは認められな

い。指定を変更する前に対戦相手が順番通り合法的にカード

をプレイしていた場合は、この対戦相手はこのプレイしたカ

ードをハンドに戻し、別のカードを代わりにプレイすること

ができる（第４７条Ｄ項および第１６条Ｃ項１参照）。

５．メジャーかマイナーかに関わりなく、ペナルティカードはプレイ

しなければならないことがある（第５０条参照）。

Ｄ．ダミーが指定されていないカードを取り上げたとき

１．ディクレアラーが名指していないカードをダミーがプレイした位

置に置いた場合、次のトリックに双方の側がプレイする前に間違

いが指摘されたときは、このカードをダミーに戻さなければなら

ず、間違いの後、指摘が行われる前にディフェンダーがプレイし

たカードはハンドに戻すことができる。ディクレアラーのＲＨ

Ｏがプレイを変えた場合、ディクレアラーはそのトリックにその

後プレイしたカードをハンドに戻すことができる（第１６条Ｃ項

参照）。

（続く）
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注釈 第45条

L45C4(b) （続き）

○ダミーへの名指したカードの訂正は、ディクレアラー側の

ハンドから次にプレイするまでである。条文が回りくどい

のは、トリックをまたぐケースを想定しているからである。

ダミーへの名指しがプレーの３番手のときは、次のトリッ

クで先にダミーがプレイするかもしれない。

○本条D項の「名指していないカードをダミーがプレイした位

置に置いた場合」と訂正期限が違うので留意する。

○2007年規則まであった「考える間を置かず」の条文は削除

された。訂正期限内であれば「考える間」は関係ない。

○名指ししたダミーのカードを訂正したときは、続いてプレ

イされていたディフェンダーのカードを取り消すことがで

きる。第４７条Ｄ項『対戦相手のプレイの変更への対応』、

第１６条Ｃ項『取り消したコールやプレイから得た情報』

より、取り消したカードの情報はディフェンダーにとって

正当な情報である。

○取り消すことができるのはダミーに名指したカードであ

る。自分で触ったダミーのカードは取り消すことができな

い。

L45C5 ○第５０条『ペナルティカードの処置』

L45D1 ○訂正期限が本条Ｃ項４(b)「意図と異なるダミーからのカ

ードの指定」と訂正期限が違うことに留意する。さらに本

条は「双方の側」までであることに留意する。ダミーが正

しくプレイしたと思っているディクレアラーは、次のトリ

ックのプレイを続ける、するとリード権のある場所が違っ

たりして事態に気がつくことがある。ディフェンダー側が

まだプレイしていなければ訂正期限内である。

（続く）
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2017年規則 第45条

第45条 プレイされたカード（続き）

２．ダミーが間違えて置いたカード（本条Ｄ項１参照）を変えるに

は遅すぎるときには、プレイはこのトリックもその後のトリッ

クもカードの変更なしに普通に進められる。ダミーが間違えて

置いたカードがトリックの１枚目のカードのときには、そのス

ートにフォローしなかったことはリボークになることもある

（第６４条Ａ項、第６４条Ｂ項７、第６４条Ｃ項参照）。ダミ

ーが間違えて置いたカードが進行中のトリックにプレイされ

て、ダミーが結果としてリボークしたときは、第６４条Ｂ項

３および第６４条Ｃ項を適用する。

Ｅ．トリックにプレイされた５枚目のカード

１．ディフェンダーがトリックに対してプレイした５枚目のカードは、

ディレクターがリードとみなして第５３条または第５６条を適用

しない限り、第５０条に従いペナルティカードになる。

２．ディクレアラーがトリックに対して、ハンドまたはダミーから５

枚目のカードを出したときは、ディレクターがリードとみなして

第５５条を適用しない限り、このカードを調整なしでハンドに戻

す。

Ｆ．ダミーがカードを指示した場合

ダミーのハンドが広げられた後は、ダミーはディクレアラーの指示な

く（カードを揃える目的を除き）カードに触れたり、カードを指示し

てはならない。ダミーがこのような行動をした場合、直ちにディレク

ターを呼んで報告するようにする。プレイは続けて行う。プレイ終了

時に、ダミーがディクレアラーにプレイを示唆し、ディフェンダーが

示唆されたプレイにより損害を受けたとディレクターが判断した場

合、調整スコアを与えるものとする。

Ｇ．トリックを伏せること

４人のプレイヤ全員がトリックにプレイするまでカードを伏せないよ

うにする。
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注釈 第45条

L45 （続き）

L45D2 ○第６４条Ａ項 『自動的なトリック調整』

第６４条Ｂ項３ ペナルティカードやダミーのカードをプ

レイしなかったことによるリボーク

第６４条Ｂ項７ 双方の側がリボークしたとき

第６４条Ｃ項 『損害の補償』

○ディクレアラーはダミーにＡのリードを指示した。ダミ

ーは間違えてＡをプレイしたとする。ディクレアラーは

を持っていてもおそらくをプレイするだろう。次のト

リックに「双方の側が」プレイするとダミーのＡが成立

するため、ディクレアラーのはリボークになる。そして

そのリボークは成立しているため訂正できない。

L45E ○「５枚目のカード」を順番外のリードとして扱うときは、

まずリードの意図を確認する｡意図がなければ「５枚目の

カード」である｡ただし以下のようなケースでは順番外の

リードの可能性を考慮する｡

(1) スートにフォローしていないとき

(2) 現行のトリックでのリーダーでないとき

(3) 現行のトリックに勝ったと勘違いしている可能性があ

るとき（例えばＡをリードしてラフされたことに気が

ついていないなど）

（続く）
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2017年規則 第45条

第45条 プレイされたカード（再掲）

２．ダミーが間違えて置いたカード（本条Ｄ項１参照）を変えるに

は遅すぎるときには、プレイはこのトリックもその後のトリッ

クもカードの変更なしに普通に進められる。ダミーが間違えて

置いたカードがトリックの１枚目のカードのときには、そのス

ートにフォローしなかったことはリボークになることもある

（第６４条Ａ項、第６４条Ｂ項７、第６４条Ｃ項参照）。ダミ

ーが間違えて置いたカードが進行中のトリックにプレイされ

て、ダミーが結果としてリボークしたときは、第６４条Ｂ項

３および第６４条Ｃ項を適用する。

Ｅ．トリックにプレイされた５枚目のカード

１．ディフェンダーがトリックに対してプレイした５枚目のカードは、

ディレクターがリードとみなして第５３条または第５６条を適用

しない限り、第５０条に従いペナルティカードになる。

２．ディクレアラーがトリックに対して、ハンドまたはダミーから５

枚目のカードを出したときは、ディレクターがリードとみなして

第５５条を適用しない限り、このカードを調整なしでハンドに戻

す。

Ｆ．ダミーがカードを指示した場合

ダミーのハンドが広げられた後は、ダミーはディクレアラーの指示な

く（カードを揃える目的を除き）カードに触れたり、カードを指示し

てはならない。ダミーがこのような行動をした場合、直ちにディレク

ターを呼んで報告するようにする。プレイは続けて行う。プレイ終了

時に、ダミーがディクレアラーにプレイを示唆し、ディフェンダーが

示唆されたプレイにより損害を受けたとディレクターが判断した場

合、調整スコアを与えるものとする。

Ｇ．トリックを伏せること

４人のプレイヤ全員がトリックにプレイするまでカードを伏せないよ

うにする。
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注釈 第45条

L45E （続き）

L45E1,2 ○ディレクターが「５枚目のカード」として扱ったとき：

・ディクレアラー：ハンドに戻し特に調整はない

・ディフェンダー：メジャーペナルティカードになり

第５０条『ペナルティカードの処置』を適用する

○ディレクターが「５枚目のカード」として扱わないとき、

すなわち「順番外のリード」として扱ったとき：

・ディクレアラー：第５５条『ディクレアラーの順番外

のリード』を適用し、どちらのディフェンダーも「順

番外のリードを」受け入れることも受け入れないこ

ともできる。

・ディフェンダー：第５３条『順番外のリードの受け入

れ』および第５６条『ディフェンダーの順番外のリ

ード』を適用する｡

L45F ○ダミーがプレイを示唆したとディレクターがみなしたとき

プレイは続行させる。ディフェンダーに損害があったと判

断したなら調整する。さらに第９０条『手順上のペナルテ

ィ』を科してもよい。

○ダミーが示唆したプレイが、普通にするプレイであるなら

調整はない。ただし第９０条『手順上のペナルティ』は科

してもよい。

(WBF Laws Committee 2008/10/10)
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2017年規則 第46条

第46条 ダミーのカードの不完全または無効な指定

Ａ．ダミーのカードを指定する正しい形式

ディクレアラーはダミーからプレイするカードを指定するとき、希望

するカードのスートとランクの両方をはっきり告げるようにする。

Ｂ．不完全、または無効な指定

ダミーからプレイするカードを不完全または無効な指定をした場合、

次の制限を適用する（ディクレアラーの意図について、疑問の余地が

ない場合を除く）。

１．(a) ディクレアラーがダミーからプレイするとき、「高い」、また

はこれと同じ意味の言葉で指定したとき、リードされたスー

トの一番高いカードを指定したとみなす。

(b) ディクレアラーがトリックに「勝つ」ようダミーに指定した

とき、トリックを勝つことがわかっている一番低いカードを

指定したとみなす。

(c) ディクレアラーが「低い」、またはこれと同じ意味の言葉で

指定した場合、リードされたスートの一番低いカードを指定

したとみなす。

２．ディクレアラーがスートだけでランクを指定しなかった場合、そ

のスートの一番低いカードを指定したとみなす。

３．ランクだけでスートを指定しなかった場合、

(a) ダミーからのリードで、指定したランクのカードがダミー

にあり、ダミーがそのカードのスートで直前のトリックを

勝っているときは、同じスートを続けるとみなす。

(b) 上記の(a)以外で、指定したランクのカードがダミーにあ

るときは、それが合法的に出せるならばプレイしなければ

ならない。ただし、指定したランクのカードで合法的に出

せるカードが２枚以上あるときには、どれが意図するカー

ドかをディクレアラーは指定しなければならない。

（続く）
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2017年規則 第46条 注釈 第46条

４．ダミーにないカードを指定した場合、指定は無効になり、任意の

合法なカードを指定できる。

５．スートもランクも指定せず（「何でもよい」、またはこれと同じよ

うな意味の言葉で）プレイを指定した場合、どちらのディフェン

ダーもダミーからのプレイを指定できる。

注釈 第46条

L46B ○ディクレアラーの意図が明らかなときは、不完全な指定で

あっても、意図の通りプレイを認めてかまわない。「疑問

の余地」についてディレクターは注意深く調査するべきで

ある。それまでのプレイの流れは重大な情報になる。

L46B5 ○第１０条Ｃ項２よりディフェンダーは相談してはならな

い。

L46 ○「を走って下さい」というのは先のトリックにおよぶ不

適切な指示である。現行のトリックでの指定は取り消せ

ない。次のトリック以降ではダミーの左手のディフェンダ

ーがプレイしていなければの指定を取り消すことができ

る。

(WBF Laws Committee 2000/1/12)
○ダミーにＫＪ６があったとする。ハンドは４と７３。

４のプレイで、すでに８トリック取っていたとする。

ＡＱはまだプレイされていない。ディクレアラーはハンド

から３をリードし、ダミーに向かって「どっちかわから

ん、好きにして」と言った。本条Ｂ項５を適用すればディ

フェンダーは６のプレイを指定できるが、それは合理的

な裁定ではない。ＫＪのどちらかをプレイする意図は明

らかなのでディフェンダーはＫＪのどちらかのプレイを

指定する。もちろんこのようなディクレアラーの発言は馬

鹿げている。

(Commentary to the 2007 edition of the Laws of Duplicate Bridgeより)
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2017年規則 第47条

第47条 カードのプレイの取り消し

Ａ．調整の過程

一旦行われたカードのプレイであっても、違反行為の後調整で必要な

ときは取り消すことができる（ただし、ディフェンダーの取り消され

たカードはペナルティカードになることがある。第４９条参照）。

Ｂ．違法なプレイの訂正

違法なプレイを訂正するため、カードのプレイを取り消すことができ

る（ディフェンダーの場合は、本条で定められている場合を除き、第

４９条を参照）。同時に行われたプレイについては第５８条参照。

Ｃ．意図と異なる指定の変更

第４５条Ｃ項４(b)で認められている指定の変更の後は、カードのプ

レイを取り消して調整なしでハンドに戻すことができる。

Ｄ．対戦相手のプレイの変更への対応

対戦相手のプレイの変更の後、カードのプレイを取り消して調整なし

でハンドに戻し、別のカードに取り換えることができる（第１６条

Ｃ項および第６２条Ｃ項２を適用することがある）。

Ｅ．間違った情報に基づくプレイの変更

１．対戦相手がリードまたはプレイの順番であるとプレイヤに間違っ

て教えた場合、順番外のリード（またはカードのプレイ）は調整

なしで取り消す（第１６条Ｃ項参照）。このような状況ではＬＨ

Ｏはリードまたはプレイを受け入れることはできない、また第６

３条Ａ項１は適用しない。

（続く）
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注釈 第47条

L47A ○第４９条『ディフェンダーが見せたカード』

○本条Ｂ項以下で具体的なケースが列挙されている。

L47B ○第５８条『同時に行われたリードまたはプレイ』

○第５３条Ａ項、ディクレアラー側の順番外のプレイが受け

入れられなかったときが該当する。

L47C ○第４５条Ｃ項４(b)「意図と異なる指定の取り消し」

L47D ○第１６条Ｃ項『取り消したコールやプレイから得た情報』

○第６２条Ｃ項２「リボーク後にプレイされたカードの取り

消し」

○原則として対戦相手のプレイの変更に伴うプレイの取り消

しには調整がない。つまりペナルティカードにならない。

例：第４５条Ｃ項４(b)より、ダミーに指定したカードを

取り消したとき、ディフェンダーは調整なしでプレイ

を取り消せる。

ただし、リボークの反則者側はメジャーペナルティカード

になる。

L47E1 ○プレイする順番を間違って教えたときは、プレイを取り消

す。順番外のプレイのＬＨＯ（順番を間違って教えた側）

は順番外のプレイを受け入れることはできない。第１６条

Ｃ項より下記のとおり扱う

・間違って教えた側 反則者

・順番外のプレイをした側 非反則者

○第６３条Ａ項１「リボークの成立」。リボークがあり次の

トリックに反則者側がプレイしたが、そのプレイが対戦相

手からの間違った順番を教わったためであるときについて

記述されている。通常の順番外のプレイは次のトリックに

プレイしたことになるが、この場合は順番外のプレイが取

り消されたうえ、第６３条Ａ項１を適用しないでリボーク

を訂正する。
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2017年規則 第47条

第47条 カードのプレイの取り消し（続き）

Ｅ．間違った情報に基づくプレイの変更

２．(a) 対戦相手のコールやプレイの説明の間違いのため、説明が訂

正される前に行ったカードのプレイは調整なしで取り消すこ

とができるが、その後カードがプレイされていない場合に限

る（第１６条Ｃ項参照）。オープニングリードはダミーがカ

ードを１枚でも表向きにされた後は取り消してはならない。

(b) 本条Ｅ項２(a)に従ってプレイを訂正するには遅過ぎるとき

は、ディレクターは調整スコアを与えることができる。

Ｆ．その他の取り消し

１．第５３条Ｂ項の規定に従い、カードのプレイを取り消すことがで

きる。

２．本条が定める場合を除き、一旦行われたカードのプレイは取り消

すことはできない。
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注釈 第47条

L47F ○本条に定められていないプレイは取り消すことができな

い。プレイヤが勝手にカードをハンドに戻し違うカードを

プレイしたとき

(1)取り消す前のカードを成立させる。

ディフェンダーなら新しく出したカードはメジャーペ

ナルティカードになる。

(2)リボークや規則の要求などにより最初のカードがプレ

イできないときは、該当する規則に従う。ディフェン

ダーなら取り消したカードはメジャーペナルティカー

ドになるだろう。

L47 ○取り消されたカードは非反則者側にとって正当な情報であ

る。

○取り消されたカードは反則者側にとって不当な情報であ

る。反則者側は情報が明らかに示唆する選択肢を選んでは

ならない。

○非反則者側が取り消したカードにより損害を被ったと判断

したときは第１６条Ｃ項により調整する。

○プレイが進んでしまって修正できないときは、第１２条Ａ

項２を適用し調整する（８７年規則の注釈より）。
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2017年規則 第48条、第49条

第48条 ディクレアラーが見せたカード

Ａ．ディクレアラーがカードを見せた場合

ディクレアラーはカードを見せても制限を受けることはなく（ただ

し、第４５条Ｃ項２参照）、ディクレアラーやダミーのカードがペ

ナルティカードになることは決してない。ディクレアラーには偶然

落としたカードをプレイする義務はない。

Ｂ．ディクレアラーがハンドを広げた場合

１．順番外のオープニングリードの後ディクレアラーがハンドを広

げたときは、第５４条を適用する。

２．順番外のオープニングリードのすぐ後を除き、ディクレアラー

がハンドを広げたときは、トリックの「取り」または「取られ」

の宣言をしたとみなし（ただし、取りの宣言をする意図がない

ことが明らかな場合を除く）、第６８条を適用する。

第49条 ディフェンダーが見せたカード

普通にプレイしているときや規則を適用する場合を除き（例えば第４７

条Ｅ項参照）、ディフェンダーのカードがパートナーがカードの表を見

ることができる位置にあったときや、ディフェンダーがハンドにあるカ

ードを名指したときは、このようなカードはすべてペナルティカードに

なる（第５０条参照）。ただし、ディフェンダーが現に進行中の完了し

ていないトリックについて言及したときは第６８条を参照し、またディ

フェンダーの「取られの宣言」にパートナーが反対したときは第６８条

Ｂ項２を参照する。

- 34 -

注釈 第48条、第49条

L48A ○「ディクレアラーやダミーのカードがペナルティカードに

なることは決してない。」

○第４５条Ｃ項２「ディクレアラーのプレイされたとみなさ

れるカード」

○偶然落としたカードはプレイする義務はないが、ディクレ

アラーの不注意なプレイを救済するためではないことに注

意して状況を判断する。

L48B1 ○第５４条『表向きに出した順番外のオープニングリード』

ディクレアラーが、故意に見せたか、間違って見せたかは

関知しない（８７年規則の注釈より）。

L48B2 ○第６８条『トリックの「取り」または「取られ」の宣言』

ディレクターは特に反証がない限りトリックの「取り」ま

たは「取られ」の宣言をしたとみなす。

L49 ○第４７条Ｅ項『間違った情報に基づくプレイの変更』

○第５０条『ペナルティカードの処置』

○第６８条Ｂ項２「ディフェンダーの取られの宣言にパート

ナーが反対したとき」

○外的要因によってカードが見えてしまったときはプレイヤ

に責任を問うべきではない。プレイヤに過失がないことに

十分納得すれば双方を非反則者として扱う。第１２条によ

り調整しアベレージ＋＋になることもありうる。
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2017年規則 第65条

第65条 トリックの並べ方

Ａ．完了したトリック

トリックに４枚のカードがプレイされたときは、各プレイヤは自分の

カードをテーブルの上の自分の近くに伏せる。

Ｂ．トリックの勝ち負けの確認

１．自分の側がトリックを取った場合、カードを縦向きに置く。

２．対戦相手側がトリックを取った場合、カードを横向きに置く。

３．プレイヤは間違った向きに置かれたカードを指摘することができ

るが、自分の側が次のトリックのリードまたはプレイをすると

この権利はなくなる。これより後、指摘をしたときには第１６

条Ｂ項を適用することがある。

Ｃ．整頓

正しく１列に重ねて並べ、プレイ完了後、双方が取ったトリックの数

やカードをプレイした順番の確認が必要なときのため、調べ直しでき

るようにする。

Ｄ．プレイの結果についての合意

プレイヤは取ったトリックの数を合意するまで、プレイしたカードの

順序を乱さないようにする。本条の規定に従わないプレイヤは、トリ

ックの勝ち負けの主張や、リボークの主張（あるいは否定）が受け入

れられにくくなる。
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注釈 第65条

L65B ○間違った向きにトリックを伏せたカードに対して指摘する

権利は2017年規則で期限が変更された。

○第１６条Ｂ項『パートナーから得た余計な情報』

○旧規則ではディクレアラーはいつでも誰にでも指摘するこ

とができた。新規則で違反したとしても余計な情報の影響

はないはずである。規則が変更されたことを説明する対応

が適切である。

L65D ○プレイしたカードの順番を乱すと、プレイを再現してトリ

ック数の確認をしたり、リボークの主張が行われるときに

証言の信頼度が少なくなる。ただし権利がなくなるわけで

はない。
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2017年規則 第66条

第66条 トリックの検査

Ａ．現行のトリック

ディクレアラーとディフェンダーは自分の側が次のトリックにまだ

リードまたはプレイしていない限り、自分のカードをテーブル上に

伏せるまでは、現行のトリックにプレイしたカードを全部表向きにす

るよう要求できる。

Ｂ．自分の最後のカード

自分の側が次のトリックにリードまたはプレイするまで、ディクレア

ラーとディフェンダーは、自分が最後にプレイしたカードを調べるこ

とができるが、見せてはならない。

Ｃ．終了したトリック

この後は、プレイが終了するまで、終了したトリックを検査してはな

らない（ただし、リボークの主張を確認するために必要な場合など、

ディレクターが特に指示した場合を除く）。

Ｄ．プレイ終了後

プレイ終了後は、リボークやトリックの勝ち負けの数の主張について

解決するため、プレイしたカードとプレイしていないカードを検査で

きる。ただし、自分以外のカードに触れないようにする。このような

主張があったがディレクターには事実の確認ができず、かつ一方の

側だけがカードを混ぜている場合は、もう一方の側に有利な裁定を

するものとする。
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注釈 第66条

L66B ○プレイヤは自分の最後のトリックを調べることができる

が、他のプレイヤに見せてはいけない。

○ダミーは最後にプレイしたカードを調べることはできな

い。

L66C ○第６１条Ｃ項『トリックを調べる権利』にあるとおり､リ

ボークの指摘があったとしてもプレイヤには終了したトリ

ックを検査する権利はない。

○ディレクターはむやみに「トリックを検査する権利を」行

使すべきではない、リボークの成立が明らかなときに「ト

リックの検査」は必要ない。プレイ終了後に確認すれば問

題ない。

○リボークが成立していないときや成立に疑問があるときに

「トリックの検査」を行う。そのときも他のプレイヤに見

えないよう留意する。

L66D ○第６５条Ｄ項『プレイの結果についての合意』と同様、プ

レイしたカードの順番を乱すと、プレイを再現してトリッ

ク数の確認をしたり、リボークの主張が行われるときに証

言の信頼度が少なくなる。ただし権利がなくなるわけでは

ない。

○確認にあたってディレクターは、プレイヤに自分のハンド

以外のカードへ触れさせてはならない。これはハンドが入

れ替わらないようにするため、非常に重要である。
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2017年規則 第67条

第67条 過不足のあるトリック

Ａ．双方が次のトリックにプレイする前

トリックにプレイしなかったり、２枚以上のカードをプレイしたとき

に、双方が次のトリックにプレイする前に違反行為が指摘された場合

は、過不足を調整しなければならない。

１．トリックにプレイしなかったときは、これを修正するため、反則

者は合法的に出せるカードをプレイする。

２．トリックに２枚以上のカードを出したときは、このプレイを修正

するため第４５条Ｅ項（トリックにプレイされた５枚目のカード）

か、第５８条Ｂ項（ハンドから同時にプレイした複数のカード）

を適用するものとする。

Ｂ．双方が次のトリックにプレイした後

双方が次のトリックにプレイした後、（プレイヤのハンドのカードが

多過ぎたり、少な過ぎたりし、プレイしたカードの数がこれに一致し

て過不足があるという事実から）、トリックに過不足があることをデ

ィレクターが確認したときは、次の手順をとる：

１．反則者が過不足のあるトリックにカードをプレイしなかったとき

は、直ちに次のとおりカードを１枚表向きにさせ、反則者のプレ

イ済みのカードの中に置くよう指示する（このカードは過不足が

起こったトリックの勝ち負けに影響しない）。

(a) 反則者が過不足のあるトリックにリードされたスートのカー

ドを持っている場合、その中から１枚を選び、自分のプレイ

済みのカードの中に置く。この反則者は過不足のあるトリッ

クでリボークしたものとみなされ、第６４条Ａ項２に従って

１トリック移行させる損失の対象となる。

(b) 反則者に過不足のあるトリックにリードされたスートのカー

ドがないときは、任意のカードを選んで自分のプレイ済みの

カードの中に置く。反則者は過不足のあるトリックでリボー

クしたものとみなされ、第６４条Ａ項２に従って１トリック

移行させる損失の対象となる。 （続く）
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注釈 第67条

L67A ○双方の側が次のトリックにプレイしていないときは、過不

足のあるトリックは修正しなければならない。

L67B ○あるトリックにカードをプレイしないで､双方が次のトリ

ックにプレイするとリボークしたものとみなされる。スー

トフォローするカードを持っていなかったとしても、リボ

ークとして扱わなければならない。

○新たに置かれたカードは勝ち負けに関係がないので､第６

４条Ａ項２「反則したプレイヤがリボークの起きたトリッ

クを取らなかったとき」を適用する、その後反則側がトリ

ックを取っていれば、自動的なトリック調整は１トリック

になる。

○あるトリックに２枚のカードを重ねてプレイしていたと

き､プレイされなかったカードは一貫してハンドにあった

ものとして扱われる。スートフォローの機会にフォローし

ていなければリボークになる。



*20
ディレクターは極力ディフェンダーのプレイしたカードが見えないようにするが、

ディフェンダーのハンドに戻すカードが見えたときは、ペナルティカードになる

（第５０条参照）。
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2017年規則 第67条

第67条 過不足のあるトリック（続き）

２．(a) 反則者が過不足のあるトリックに２枚以上のカードをプレイ

したときは、ディレクターはプレイしたカードを検査し、そ

のトリックに表向きにプレイ済みのカード以外のカードを全

部反則者のハンドに戻すよう指示
*20
する（どのカードを表向

きにしたか確認できない場合、反則者は過不足のあるトリッ

クに合法的にプレイできたカードの一番高いランクのカード

を残す）。過不足のあるトリックの勝ち負けは変わらない。

(b) 戻したカードは一貫して反則者のハンドにあったとみなし、

このカードを以前のトリックでプレイしなかったことはリボ

ークになることがある。

３．ディレクターが、反則者は該当トリックにカードをプレイした

ものの、そのカードをプレイ済みのカードの中に置かなかった

ことを確認した場合は、そのカードを探し出して反則者のプレ

イしたカードの中に置く。さらにディレクターは、同じカード

が該当トリック以降にもプレイされ、この違法なプレイを訂正

するには遅過ぎるときには、調整スコアを与えるものとする。
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注釈 第66条

L67B3 ○2017年規則の新項目である。プレイヤがプレイのしたカー

ドをプレイ済みの列に置かず、もう一度別のトリックでプ

レイしてしまったケースについて規定されている。

○同じカードの２回目のプレイを「訂正するには遅すぎる」

かどうかは、ディレクターが判断する。

判断基準の一つは次のトリックに双方の側がプレイして

いたかどうかであるが、ディレクターの判断が優先される。

(WBF Laws Committee 2017/8/15)
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実際の制定例

プレイされたカードの裁定

第４５条『プレイされたカード』は重要な条項である。

・適切に状況を聞き取る技術

・プレイヤに規則を説明する技術

が求められる。ディレクターが判断する要点がプレイヤに理解されず前

には違う裁定をされたと不満に思われることがある。プレイヤの「前は

違う裁定をされた」「他のディレクターは違う裁定をした」という意見

に流されてはいけない。ディレクターとして規則に基づいて裁定してい

ることに自信が持てる一助となればと思う。

裁定の原則

・ディクレアラーはちょっと見えたぐらいではプレイしたことになら

ない

・ディフェンダーは見せたカード＝プレイしたとみなされるカード

・落としたカードはプレイしたカードではない

・不注意な（注意力が途切れた）名指しは取り消せない

実際の裁定例

※状況はあくまで一例である。内容が伝わることが重要である。一例で

あることを考慮してプレイヤに合わせて工夫すること。

○プレイ中のテーブルでディレクターが呼ばれた。

○ディクレアラー「Ｅが出したカードを引っ込めたんです。」

○ダミー「そうです、９が私には見えました。」

※ディレクターはダミーの積極的な参加を制止すべきである。このよ

うに具体的な発言を許すべきではないが、発言されてしまった以上

先を続ける。

○ディレクター「わかりました、状況を確認しますので質問された方が

答えて下さい。勝手な発言は裁定に影響する可能性がありますので

控えて下さい。」
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実際の制定例

○ディレクター「（ディクレアラーに向かって）状況はＥの方が一度出

したカードをハンドに戻したということでしょうか？」

○ディクレアラー「そうですカードも見えたんです。」

○ダミー「９です。」

○Ｅ「机に置く前にすぐに戻したんです。」

※できる限り質問されていないダミーが勝手に回答するのを制止する

よう試みるが、今回はだめだったとしよう。

○ディレクター「重ねて言います、一人ずつ聴きますので勝手に発言し

ないように。特にダミーの方は積極的な発言を控えて下さい。」

○ディレクター「（Ｗに向かって）カードはどのくらいまで出ました

か？」ダミーからカードを１枚拝借してジェスチャーする。「この

辺までですか？」（体のごく手前でテーブルと垂直に持ちカードを

戻す仕草をする）「それともこの辺まででしょうか？」（テーブルの

近くでカードを水平に持ち戻す仕草をする）

※ダミーが勝手に発言しないよう気を配りながらＷの意見を聞く。

実際にプレイしたＥから意見を聞くとＷがその発言に引っ張られる

可能性があるので最初にＷに状況確認する。

○Ｗ「ハンドを見ていてよく見ていなかったんです」

○ディレクター「（Ｅに向かって）カードはどのくらいまで出しました

か？」ジェスチャーを繰り返し「この辺までですか？」「それとも

この辺まででしょうか？」

※ダミーが勝手に発言しないよう気を配りながらＥの意見を聞く。

○Ｅ「この辺です。テーブルには付いてません。」

※Ｅがハンドのカードを持って実演しようとしたときは、なんとして

でも止める。ここでカードが見えてしまったら元も子もない。

○Ｅの行動をディレクターが再演し、「このくらいですか？」

○Ｅ「そうです」

○ディレクター「ディクレアラーの方はどうですか？」

○ディクレアラー「とにかくカードが見えたので、その程度は出てまし

た。」
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実際の制定例

○ディレクター「ダミーの方はどうですか？」

○ダミー「机には付いてませんがはっきり見えたんです。」

ディレクターは出されたカードがＷに見えるような位置まで出たかど

うかを判断する。Ｗに実際に見えていたなら当然プレイされたカードで

ある。そうでない場合、実際に見ていないかどうかについては関係ない。

ディクレアラー側にカードが見えたことは状況証拠のひとつになるの

でプレイされたカードとしてディクレアラーが判断することに異存はな

い。ただし注意深く状況確認するとディクレアラーの両側がカードを見

ていたとしてもＷがカードを見えるような位置には達していないと確信

できるときもある。今回はプレイされていないとディレクターが確信し

たときの裁定を記述する。

※例えばカードが垂直に持たれパートナーの目線より高い位置で戻さ

れたことが確認できたとする。カードを出す角度でディクレアラー

とダミー双方にカードが見えることがある。カードは通常ハンドか

ら角度をつけて引き出される、ディクレアラーとダミーがカードを

見たタイミングが違えば十分にあり得る状況である。

○ディレクター「まず最初に状況を確認します。Ｅがカードをハンドか

ら出し、ディクレアラー側にはそれが見えた。実際出したカードがどの

当たりでどの角度かについてはおおよそこの程度だった。」

※ディレクターが実演して全員の確認を取るこの行程が最も重要であ

る。確認が取れないときにディレクターが確信することはないだろ

う。

○ディレクター「ブリッジの規則では、パートナーが見えるような位置

に持たれたカードがプレイされたカードとして定められています。」

○ディレクター「つまりパートナーが見ることができなかった位置なら、

ハンドからカードを出してもプレイされたことにはなりません。」
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実際の制定例

○ディレクター「いま確認したところ出すときに角度が付いてディクレ

アラー側にはカードが見えたようですが、その位置ですとパートナー

からはまだカードが見えないと判断しました。」

※手振りを加えディクレアラー側に実際見えないことを納得させる。

○ディレクター「Ｅはカードをハンドに戻し、改めて好きなカードをプ

レイして下さい。ダミーの発言による見えたカードの情報はＷにとっ

て正当な情報です。Ｅが自分で見せたカードですからディクレアラー

にとっても正当な情報です。」

※厳密に言うとディレクターはディクレアラーが見たカードを確認し

ていない。ディクレアラーはスーツくらいまでわかっていても、ラ

ンクまでわからないことは往々にある。そのときダミーの発言でカ

ードが特定されたと判断したならば、ディクレアラーにとってカー

ドのランクは不当な情報である。今回はディレクターがディクレア

ラーにもカードが見えていたと判断したケースになる。

※このようなときにディフェンダーがカードを見せてしまったり、名

指してしまうことがある。名指してしまうとカードを見せたことと

して扱われる。さらにディフェンダーの見せたカードなのでメジャ

ーペナルティカードになり、結局そのときはプレイしてもらうこと

になる。

最後にもう一度、ディレクターがディフェンダーのパートナーに見え

ていないと確信したときの裁定である。ディクレアラー側にカードが見

えたことは、パートナーにもカードが見えた位置にあったかもしれない

有力な証言であることに変わりはない。


